
オーストラリアの入国および税関 ・検疫申告カードの記入例
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①搭乗機または搭乗船名
⇒オーストラリアに到着した便名を記入
(乗り継ぎ便の場合は日本出発の便名ではなく、
オーストラリア到着の便名を記入)

⑥オーストラリアにおける滞在先
⇒電話番号はオーストラリアの宿泊先の
電話番号を市外局番から記入
Eメールまたは住所はホテル名で結構です。
⑧この航空機または船舶に搭乗した国
⇒日本からの直行便であれば『JAPAN』とし、
乗継便であれば、乗継地の国を記入

⑦緊急時連絡先
⇒一般的には日本での家族の名前を記入し、
また緊急時連絡先に指定した方のEメールアドレスと電話番号を記載
(電話番号は国番号の+81の後に0を抜いた番号を記入)
(Eメールと電話番号ではなく、緊急連絡先の住所の記載でも良いです)

③持ち込み禁止の物品、免税範囲を超える物品、商用商品、
許容を超える通貨、動植物の持ち込みなどの質問にチェック

④パスポート通りの署名 ⑤入国日を(日－月－西暦の順)で記入

②オーストラリア国内での滞在予定先
⇒宿泊先のホテル名とその州の略号コードを記入
(例えばニューサウスウェールズ州：NSW、クイーンズランド州：QLD、
ビクトリア州：VIC、南オーストラリア州：SA、西オーストラリア州：WA)

※出入国カードの様式は予告なく変更となる場合があります。

※オーストラリアの入国および税関・検疫申告カードは 1枚になっており、表面と裏面があります。


